
脱アセチル化反応

データ

■TOF-SIMSによる分析結果

■キトサンの構造
キトサンは、濃アルカリ中で煮沸処理等によりキチンを脱アセチル化して得られます。
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■サンプル概要
市販品綿棒

キトサンが繊維表面に
分布していることがわか
ります。

概要

キトサンは、抗菌性や保湿性などをもつため、医療、食品、化粧品、衣料品などの幅広い分野で用いら
れています。日常品である綿棒には、抗菌性をもたせるためキトサンを配合したものがあります。
そこで、マッピングにより可視化が可能であり、スペクトル測定により成分評価が可能なTOF-SIMSを用
いて、綿棒に含まれるキトサンの評価を行いました。
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TOF-SIMSによる医薬品成分の可視化

測定法 ：TOF-SIMS
製品分野 ：医薬品・日用品・食品
分析目的 ：組成分布評価
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TOF-SIMSによる
キトサンの分布評価


